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長く続いた「緊急事態宣言」も９月末で解除され、私たちの生活も少なからず平常時を取
り戻すべく動き出しました。学校はおろか社会全体にも大きな影響を及ぼしているコロナ禍
が一日も早く収束を迎えることを願ってやみません。こんな状況下でも、周囲に視線を向け
てみると、自然は何事もなかったかのように季節を進めています。秋分の日を過ぎ、日中の
時間は少しずつ短くなり、虫の鳴く音、木々の葉の色、収穫を待ちわびる作物など、季節は
毎年のように秋へと移り変わっていっています。「感染予防」という最重要課題に取り組みつ
つ、私たちは子どもたちに「豊かな心」「いきてはたらく技」「たくましい体」を身につけて
いくための着実な歩みを滞らせてはなりません。学び方、学ぶ場、学ぶ時期が変われども、
目標とすることは変わりません。登山ルートに例えれば、どこから登るか、どこを通るかは
様々ですが、最終は頂上に向かうことは共通しています。コロナ禍で、「登山ルート」は突如
として変更せざるを得なくなりますが、私たちは常に頂上という目標を見失うことなく、令
和 3 年度後半も着実な歩みを進めていきたいと思います。引き続き、保護者の皆様、地域の
皆様の温かいご支援、ご協力をお願いいたします。

つながり わかり合う 学校づくり 豊かな「心」 いきてはたらく「技」 たくましい「体」

甲南第一小学校 校長 村地昭彦

（2021年度）

※ICT活用のひとコマより

9月のある金曜日の放課後。職員室でタブレットを見つめる学級担任が発した一
言です。「おっ、もう来てる！。」この日は、週末の宿題に活用するため２年生

以上がタブレットを持ち帰った日でした。担任は、学級の子どもたちの提出状況

がわかる画面を試しに映し出していたのですが、持ち帰って間なしであるにも関

わらず一人の子が課題を提出していました。職員室に居合わせた職員は皆がその

画面をのぞき込み、課題を提出した子と「つながった」感覚を持ちました。無機

質な機械ではありますが、人と人を結びつける効果があることを実感した瞬間で

した。今後も、ICT活用に向けた取り組みを拡充してまいります。

登下校の安全最優先
日ごとに日没時刻も早くなり、10月下旬には17時
頃は薄暗くなってしまいます。子どもたちの下校時

にも今まで以上に周囲の様子に気を配りながら歩く

ことを指導していかなければなりません。加えて

「不審者に対する指導」「危険個所への立ち寄り」

などご家庭でも話題として取り上げていただけると

幸いです。

「愛の図書」贈呈
◆甲南町更生保護女性会◆

9月24日、甲南町更生保護女性会様より「愛の図
書」を贈呈いただきました。7月に実施された「社
会を明るくする運動」において甲南町民の方々か

らご寄付いただいた中から頂戴いたしました。

本（読書）が好きな子どもたちが

多い本校では蔵書数が増えることは

何よりのうれしさです。なかなか本

を手にすることのない子にも興味が

わく本を用意したいと思います。あ

りがとうございました。


